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               審   査   の   要   旨 
 
我が国の食に関して，簡便化が進んでいることが指摘されるが，食の変化に関する実証的研究は，集計され
た統計データを用いたものが多く，具体的な商品を対象に消費者評価を計測したものは殆ど行われていない。 
本研究ではカット野菜を対象にして研究を実施している。我が国の野菜の消費総量は減少しているが，その
中でカット野菜の消費は増加している。このカット野菜という具体的な財を対象にして，家計調査個票や消費
者アンケートなどの分析により消費者評価を解明しているところが，本研究の大きな特徴であり，それにより
従来の研究にない新しい分析結果が得られている。 
こうしたカット野菜に対する消費者評価を計量的に分析して得られた結論は，食品関連産業や小売業に役立
つだけでなく，野菜産地や農業法人が6次産業化を図る際にも有益な知見を与える。また，食品に関する施策
立案にも有用な情報として利用されると思われる。以上から、本研究は，高い学術的価値を有するのみならず，
食や農に関する様々な関係主体の事業展開に役立ち，食と農に関わる施策立案にも有用な知見を与え，博士論
文としてふさわしい内容であると判断される。 
平成27年1月22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
